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要 旨

小麦依存性運動誘発アナフィラキシー（wheat-
dependent exercise-induced anaphylaxis：WDEIA）
の 3 人の女性症例を経験した．3 人はいずれも，
WDEIA 発症に先立って，洗顔時に同銘柄の石鹸によ
る洗顔を開始しており，洗顔後に膨疹，鼻汁，くしゃ
みなどの即時型アレルギー症状を生じていた．石鹸に
は加水分解小麦が含まれており，生理食塩水で 0.1％
に希釈した石鹸と，含有されていた加水分解小麦を生
理食塩水で 100µg�ml に希釈した溶液を用いてプリッ
クテストを施行したところ，3 人とも陽性を示した．3
人中 2 人は負荷試験を行い，WDEIA と確定診断し得
た．また，患者血清 IgE を用いたウェスタンブロット
を施行した結果，3 人とも加水分解小麦に反応を示し
た．以上より，今回経験した 3 例は，石鹸中の加水分
解小麦で感作され，小麦蛋白との交差反応により
WDEIA を発症したものと考えた．

はじめに

加水分解小麦は，小麦不溶性蛋白のグルテンを酵素
や酸・アルカリで処理したものである．処理によって
は乳化性や保湿性を持つため，欧米では化粧品の添加
物として用いられており，時に接触蕁麻疹を発症する
ことが報告されている1）～4）．近年，本邦においても加
水分解小麦を含有した石鹸が発売され，女性を中心に
広く用いられるようになった．今回我々は，石鹸中の

加水分解小麦で感作され，小麦蛋白との交差反応に
よって WDEIA を発症したと思われる 3 症例を経験
し，病態の解析を行ったので報告する．

症 例

症例 1：49 歳女性，介護職．
初 診：2010 年 1 月 5 日．
家族歴・既往歴：特記事項無し．
現病歴：2009 年 4 月，夜の洗顔時に某会社の石鹸を

使い始めた．1 カ月後，洗顔後に顔面の膨疹，鼻汁，く
しゃみが出現するようになった（図 1）．症状は 1 時間
程度で消失した．同年の 5 月某日，勤務中 15 時頃（昼
食の内容は不明）に右眼瞼浮腫が生じた．様子をみて
いたところ，浮腫は 3 日後に消失した．同年 6 月某日
の昼食にごま入りうどんを食べて勤務についていたと
ころ，30 分後に右眼瞼浮腫が生じた．同年 7 月某日，
朝食にパンとコーヒーを摂取し，通勤していた時に右
眼瞼浮腫が生じた．この時近医皮膚科を受診し，原因
不明の眼瞼浮腫の診断で塩酸フェキソフェナジンを処
方され，以後は毎日塩酸フェキソフェナジン 120mg�
日（分 2）を内服することとなった．同年 8 月某日昼食
後には両眼瞼浮腫に加えて呼吸困難が出現し（食事内
容は不明），某総合病院で点滴治療を受けた．眼瞼浮腫
は 1 週間後に消失した．その後も 9 月に 1 度，12 月に
2 度，朝食にパンとコーヒーを食べた後，通勤していた
時に両眼瞼浮腫と呼吸困難が出現し，点滴治療を受け
た．この間，洗顔後の顔面の膨疹，鼻汁，くしゃみは
度々出現していた．小麦製品はほぼ毎日摂取していた
が，症状が出現する日としない日があった．
症例 2：52 歳女性，栄養士．
初 診：2010 年 1 月 12 日．
家族歴：長女がアトピー性皮膚炎．長男が気管支喘

息．
既往歴：特記事項なし．

1）島根大学医学部皮膚科学講座（主任：森田栄伸教授）
2）鳥取大学医学部感覚運動医学講座皮膚病態学分野
3）とうぎ皮膚科クリニック
平成 22 年 7 月 26 日受付，平成 22 年 10 月 13 日掲載決
定
別刷請求先：（〒693―8501）島根県出雲市塩冶町 89―1

島根大学医学部皮膚科学講座 千貫 祐子

日皮会誌：120（12），2421―2425，2010（平22）



2422 千貫 祐子ほか

図1　症例1．石鹸洗顔後に生じた右内眼角部（a）と下顎部（b）の膨疹．（矢印：
膨疹）

表1　総 IgEと抗原特異的 IgEの検査結果

総 IgE
（IU/ml）

小麦
（Ua/ml）

グルテン
（Ua/ml）

ω-5 グリアジン
（Ua/ml）

その他調べたもの
（Ua/ml）

症例 1 407.0 1.35 1.78 ＜ 0.35 卵白，カニ，リンゴ，トマト，
カレイ，ニンジン，パセリ，
ゴマ：全て陰性

症例 2 35.6 5.17 7.37 ＜ 0.35 無し

症例 3 20.0 0.46 0.65 ＜ 0.35 大豆：陰性

現病歴：2009 年 3 月，朝の洗顔時に某会社の石鹸を
使い始めた．同年 10 月から，洗顔後に流涙とくしゃみ
が生じるようになった．2010 年 1 月 11 日 12 時 30 分
にみそラーメン，野菜炒め，赤貝，黒豆，わらび，ぜ
んまいを食べた．16 時 30 分に栗まんじゅうを食べ，17
時にジョギングを開始したところ，3 分後に首と手に
搔痒が生じた．ジョギング終了後に手と顔面に発赤・
腫脹，また躯幹に膨疹が出現した．顔面の腫脹以外は
数時間後に消失し，顔面の腫脹は翌日消失した．小麦
製品は普段から摂取していたが，摂取後に症状が出現
したのはこの時が初めてであった．
症例 3：53 歳女性，主婦（家族の介護あり）．
初 診：2010 年 2 月 9 日．
家族歴：長男がエビアレルギー．
既往歴：特記事項なし．
現病歴：2009 年 4 月，夜の洗顔時に某会社の石鹸を

使い始めた．同年 10 月から，洗顔後に鼻汁とくしゃみ
が出現するようになった．

2009 年 11 月，夕食後にウォーキングをしていたと
ころ，眼の痒み，鼻汁，くしゃみが出現し，さらに右
眼瞼浮腫が生じた（食事の内容は不明）．2010 年 2 月

5 日の 19 時 30 分に，肉じゃが，にゅうめん，おひたし，
餃子，サバの立田揚げ，茶碗蒸しを食べた．20 時 30
分にウォーキングを開始し，5 分後に眼周囲が痒くな
り，流涙，鼻汁が生じた．顔面が発赤腫脹し，躯幹・
四肢に膨疹が出現した．某救急病院で点滴治療を受け，
眼瞼浮腫以外は数時間後には改善し，眼瞼浮腫は 2 日
後に消失した．小麦製品は普段から摂取していたが，
食事の後に症状が出現したのはこの時が 2 回目であっ
た．

臨床診断

3 症例とも，小麦製品摂取後に運動などをしている
時に膨疹や浮腫，呼吸困難などの症状が出現しており，
WDEIA を疑った．

検査結果

（1）抗原特異的 IgE検査
ImmunoCAPⓇ（ファディア）による血清中抗原特異

的 IgE の検査結果を表 1 に示す．3 症例とも，小麦，グ
ルテン特異的 IgE が検出されたが，ω-5 グリアジン特
異的 IgE は検出されなかった．
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表2　プリックテストの結果

症例 1 症例 2 症例 3

小麦（鳥居薬品） － － 2 ＋

パン（鳥居薬品） － － 2 ＋

1% 石鹸（生食希釈） 4 ＋ 3 ＋ 2 ＋

0.1% 石鹸（生食希釈） 4 ＋ 3 ＋ 2 ＋

1mg/ml 加水分解小麦（生食希釈） 4 ＋ 2 ＋ 2 ＋

100μg/ml 加水分解小麦（生食希釈） 3 ＋ 3 ＋ 2 ＋

図2　アスピリン＋小麦による誘発試験の結果（矢印：膨疹）

図3　患者血清 IgEを用いたウェスタンブロットの結果

（2）皮膚テスト
鳥居薬品の小麦とパンのスクラッチエキスを使用し

てプリックテストを行ったところ，1 例のみ陽性で
あった（表 2）．

プリックテストは 15 分後に膨疹の大きさ（［最長
径＋その中点に垂直な径］�2）を測定し，陽性コント
ロール（1％ 二塩酸ヒスタミン水溶液）の 200％ 以上を
4＋，100％ 以上を 3＋，50％ 以上を 2＋，それより小
さく陰性コントロール（鳥居スクラッチ用対照液また
は生理食塩水）より大きいものを 1＋，陰性コントロー
ルと同等を－とし，2＋以上のものを陽性とした．

生理食塩水で 1％，0.1％ に希釈した石鹸でオープン
パッチテスト，20 分間クローズドパッチテストを施行
したが，3 例とも陰性であった．プリックテストでは，
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3 例とも陽性を示した（表 2）．さらに，石鹸に含有さ
れていた加水分解小麦末を入手し，生理食塩水で 1
mg�ml，100µg�ml に希釈したものを用いてプリック
テストを施行したところ，3 例とも陽性を示した（表
2）．健常人 3 名に対してもプリックテストを施行した
が，いずれも陰性であった．

（3）誘発試験
症例 1，3 については，森田らの方法5）に従い，小麦

120g（パンまたはうどん）のみ，アスピリン 500mg
のみ，アスピリン前投与＋小麦6）～8），の条件で誘発試
験を施行し．その結果，アスピリンと小麦の組み合わ
せで，症例 1 では両眼瞼浮腫と呼吸困難，症例 3 では
左上眼瞼の膨疹が誘発された（図 2）．Matsuo らの方
法8）に従い，症状誘発時の血中グリアジン濃度を経時的
にモニターしたが，いずれも検出限界以下であった．

（4）患者血清を用いた免疫ブロット
小麦可溶性蛋白，小麦不溶性蛋白，実際に石鹸に含

有されていた加水分解小麦，ω-5 グリアジン9）10）につい
て，患者血清を用いてウェスタンブロットを施行した．
結合 IgE は，標識抗 IgE 抗体を用いて検出した9）．そ
の結果，症例 1 では 25kDa 以上，症例 2 では 32～42
kDa，症例 3 では 30kDa 以上の加水分解小麦蛋白に患
者血清中 IgE の結合が認められた（図 3）．さらに，症
例 1 では 27kDa と 30kDa の小麦可溶性蛋白，30kDa
の小麦不溶性蛋白，症例 3 では 30，34，38，42，47kDa
の小麦可溶性蛋白，32，38，42，47，54kDa の小麦不溶性
蛋白にも患者血清中 IgE の結合が認められた． なお，
3 例とも，ω-5 グリアジンには反応しなかった．高分子
量グルテニンに関してもドットブロットにて検索を
行ったが，患者血清 IgE の結合はみられなかった．

経 過

3 症例とも，加水分解小麦を含有した石鹸の使用を
中止し，さらに小麦製品の摂取を制限したことにより，
その後症状の再燃はみられていない．

考 察

今回の症例はいずれも，同じ銘柄の石鹸を使用し始
めてから接触蕁麻疹と思われる症状を発症し，その後
WDEIA を発症した症例である．3 症例とも，洗顔後の
即時型アレルギー症状のみの時点では石鹸が原因とは
認識せず，WDEIA を発症して初めて医療機関を受診

している．受診後の詳細な問診により，洗顔後の即時
型アレルギー症状の既往が判明し，さらに実際に使用
していた石鹸を取り寄せることにより，表示成分に加
水分解小麦が含まれていることが判明した．

3 症例に共通する経過として，まず同銘柄の石鹸を
使用し始め，1～7 カ月経過してから，洗顔後に膨疹，
鼻汁，くしゃみ，流涙などの即時型アレルギー症状を
発症している点が挙げられる．さらにそれと同時，ま
たは 1～3 カ月経過してから，WDEIA を発症してい
る．3 症例とも洗顔のみに石鹸を使用していたことよ
り，経皮的に抗原が吸収され感作された可能性がある．

我々は過去に，成人 WDEIA の原因蛋白は ω-5 グリ
アジンが約 80％，高分子量グルテニンが約 20％ と，そ
の大部分を占めることを報告してきたが，これらの症
例はいずれも，これらの蛋白に対する抗原特異的 IgE
を有していなかった9）10）．

患者血清 IgE を用いたウェスタンブロットの結果
は，全症例で加水分解小麦の 25kD から 250kD の蛋白
に結合がみられ，これらの蛋白に感作された可能性が
示唆された．さらに，症例 1，3 では小麦可溶性蛋白，
小麦不溶性蛋白にも患者血清 IgE の結合がみられ，交
差反応によってこれらの蛋白にも反応している可能性
が考えられた．症例 2 に関しては，ウェスタンブロッ
トでは小麦可溶性，不溶性蛋白への患者血清 IgE の結
合が認められず，臨床的にもエピソードが 1 回のみで
あり，感作の程度が軽度である可能性が考えられた．

以上をまとめると，今回の 3 症例は，石鹸中の加水
分解小麦が抗原となり経皮的に感作され，洗顔後に即
時型アレルギー症状を発症し，その後それらの抗原と
交差反応性を持つ小麦蛋白が消化管または口腔粘膜を
介して吸収され，WDEIA を発症したものと思われる．

また，今回の症例ではいずれも，生理食塩水で希釈
した石鹸のオープンパッチテスト，20 分間クローズド
パッチテストでは陽性反応を示さず，プリックテスト
を施行することによって初めて陽性反応を示した．さ
らに，含有されていた加水分解小麦末を用いたプリッ
クテストの結果も，3 例とも陽性であった．このことよ
り，加水分解小麦による即時型アレルギーを疑った場
合には，プリックテストが有用であるといえる．

加水分解小麦を含有する石鹸が女性を中心に全国的
に広く使用されていること，また短期間に当科だけで
3 人の患者が集まったことを考慮すると，全国的には
潜在的に多くの患者が存在することが危惧され，注意
を要する．
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Three Cases of Wheat-dependent Exercise-induced Anaphylaxis Possibly Sensitized

by Hydrolyzed Wheat Proteins in Soap
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We present three cases of wheat-dependent exercise-induced anaphylaxis (WDEIA) possibly sensitized
by hydrolyzed wheat proteins (HWP) encountered by using HWP-supplemented soap. All three patients
started to use the same brand of soap and subsequently developed contact urticaria several months later.
They further developed WDEIA after having the contact urticaria. Skin prick tests revealed a positive reac-
tion to diluted soap solution as well as to HWP. Serum IgE molecules reacting to HWP were detected by
Western blotting using the patients’ sera.

Physicians should be aware of the potential allergenicity of HWP, because HWP is being used more
widely as a cosmetic supplement.

(Jpn J Dermatol 120: 2421～2425, 2010)
Key words: wheat-dependent exercise-induced anaphylaxis, contact urticaria, hydrolyzed wheat proteins
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